
謹啓 時下、皆様に於かれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
「日本感染症教育研究会」（略称 IDATEN）は2005年1月に発足し、多くの方々
のご協力により、活動も19年目を迎えました。
当研究会は、日本における感染症科の発展に寄与することを理念とし、セミナー

などによる教育の充実、メーリングリストによる教育還元など、今後も幅広い活動
を行ってまいりたいと考えております。是非とも当研究会の学術活動にご参加頂き、
日本における臨床感染症の教育推進にご協力いただけましたら、誠に幸いでござい
ます。
さてこの度、下記の要領（詳細は裏面参照）にて、第64回IDATENインタラク

ティブ ケースカンファレンス番外編を企画いたしましたので、ご多忙のことと存
じますが、何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。

第64回IDATEN
インタラクティブケースカンファレンス

日本感染症教育研究会（IDATEN）

謹白

日本感染症教育研究会

事前申し込みサイト

※当日参加は受け付けておりません。
事前参加申し込みをお済ませの上、当
日ご参加ください。事前参加申し込み
は定員（120名）になり次第締め切ら
せていただきます。参加申し込み後、
当日参加できない場合も返金には応じ
かねます。

日 時 2024 年2 月24日（土）13:50～（13:30開場）

会場 国立国際医療研究センター 大会議室（国際協力研修棟5階）
〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1

参加費 1000円（要事前申し込み）

国立国際医療研究センターへのご案内図

都営地下鉄 大江戸線 若松河田駅（河田口）から徒歩5分
東京メトロ 東西線 早稲田駅（2番出口）から徒歩15分
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日 時 2024 年2 月24日（土）13:50～（13:30開場）

会場
国立国際医療研究センター
大会議室（国際協力研修棟5階）

参加費 1000円 （要事前申し込み）

日本感染症教育研究会

プログラム

13:30～ 開 場

13:50～14:00 IDATEN活動報告
伊東 直哉 愛知県がんセンター感染症内科部 医長

14:00～15:00 特別講演

座長

演者 大曲 貴夫 先生 国立国際医療研究センター副院長（感染・危機管理担当）

国際感染症センター長, AMR臨床リファレンスセンター長, DCC科長, 感染症内科医長

「日本/世界のCOVID-19対応と今後の新興再興感染症への備え」

15:00～15:10 休憩

日本感染症教育研究会
世話人（50音順）

代表世話人
伊東直哉 愛知県がんセンター

伊藤健太 あいち小児保健医療総合センター

上原由紀 藤田医科大学医学部

岡本耕 東京医科歯科大学病院

織田錬太郎 都立多摩総合医療センター

篠原浩 京都大学大学院医学研究科

芝田明和 都立小児総合医療センター

清水彰彦 群馬県立小児医療センター

庄司健介 国立成育医療研究センター

高倉俊一 沖縄県立中部病院

寺田教彦 筑波大学医学医療系臨床医学域

野本英俊 国立国際医療研究センター

枦秀樹 東京ベイ・浦安市川医療センター

古市美穂子 埼玉県立小児医療センター

松尾裕央 大阪大学医学部附属病院

山田和範 中村記念病院

症例提示1 体動困難のため搬送された、東南アジア渡航後の中年男性
東京医科歯科大学病院 佐藤ルブナ・井手聡・岡本耕

IDATENインタラクティブケースカンファレンス

司会進行 野本 英俊 国立国際医療研究センター 国際感染症センター

15:10～15:50

司会進行

伊東 直哉 愛知県がんセンター感染症内科部 医長

15:50～15:55 休憩

症例提示2 慢性耳漏と倦怠感、治療戦略の正解はどこにあるのか
埼玉県立小児医療センター 出口薫太朗・古市美穂子

司会進行 庄司 健介 国立成育医療研究センター

15:55～16:35
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